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．部に胚胎する浅熱水性裂罐充填含金銀石英方解石脈ぞ，

EW方向に発達する50数條の李行脈よりなる。

　39富鉱部はEW系とN70。WまたぱN800E系の支脈
との交叉する落合直り，まだは主脈と60。～90。の角度を

なし，裂罐または節理の発達する部分，新第三紀居水成

岩の下部に発達する。すなわち新第三紀暦は帽子岩的役

目をなしたものと考える0

　40鉱月辰は縞舞犬構造．。i連鎖構造・糸岡状構造をなし，鉱

石は自然金・・輝銀鉱・黄鉄館・黄銅鉱・繭銅鉱・白鉄鉱

・輝安鉱等よりなり脈石として石英・方解石・氷長石が

みられる0
　5。－含金品位は一般に低く，李均4～5G！蜜であるが，

富鉱部ぞは「とちきん」を産して高品位となり変化が著

、しい。富鉱部を考慮に入れた金銀比は次の如し。

　　Au：Ag謡1：2～3　1
　　　　　　　　　（昭和26年1月調査）
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Geology　of　Sunagawa，一Ichinosawa　District，

　　SorachiCoalfie妃，Hokkaiαo

by

Isamu　Shimizu＆Haruo　Nagahama

　　　The　geological　structure　of　Ishikari

coal　bea血g　fomations　in　Sunagawa　Distfict

、are　know耳to　be　the§ynclinal　structure　of

north－south．em　trendsl、the　left　wing　of　this

syncline　is　covefe母unconformably　with　the

Takikawa　formation　of　the　Neogene．

　　　Aconjecture，thatusefulcoalbear－

ing　fomations　for　example　the　Bibai　forma－

tion　an（1its　un（1erlying　beds，may　be　situat－

ed　under　the　Takikawa　formation　at　a

compar＆tively　short　distance・from　earth

surface　in　Su聡gawa3machi　Sorachibuto　and

　its　neighbourhood，、was　brought　forward　by

Dr．1Sasa，of　the　Hokki（10University．

　　　In　or（ier　亀o　prospect　th号　geological

structure　of　Ishikari　fom＆tions　whi¢h　were

hidden　under　the　Takikawa　fomation，we

plannqd　to　investigate　the　following　prob

　lems：

　（1）　To，“arry・out　the　detailed　survelyl　of

　the　IshikaricoaI　bearingformations，especially

、＊燃料部　一

the　structual　problems　at　the　margin　of　the

distributed　Takikawa　formation．

（2）　Td’research　the　strαtigraphy　and

and　structure　of　Takikawa　fo士mation．

　　InthissurverywefoUndarelation
betweep・the　geologic　movement　of　Ishikari

f・rmati・nandthat・f、Takikaw亀f・rmati・几

It　is　said　that　since　the　folding　movement，

which　has　decided　the　geo亙ogical　struc加re

・f奪hikarif・rmati・n・c・ntinuβdduringthe

deposition　of　Takik3wa　formation，the－geo・

10gical　structure　of　Taklkawa　formation

i血dicates　the　same　feature　of　folding　as

thatof　lshika：ri　formation．Taklkawa　forma一
’
t
i
o
n 　would　eventually　be血ade－clear，萱

detailed　investigation　of　the3eologic＆1struc－

ture　of　the　Takikawa　formation　is　ca士ried

out．

　　The　thinkness　of　Takikawa　formαtion

islarg⇔rinthesyndinalareaくゆut400

meter），andsmallerinthe＆nti－clinalarea

（3bout250meters）．

　　　　　　1．要　 旨

察知炭田の西北西に位置した砂川町一ノ沢附近ゼは，

複向斜構造をなした石狩統（古第三紀）を制つて瀧川居

（第三紀末）がほぼ水李に覆つてい為。しかし，瀧川町

　　　　　　　　がンマの南東4kmの位置に当る駄馬の濯の谷底では，水蝕さ

れた瀧川暦の下位に石狩系の高根爽炭暦が露出している

8一（4861）　’
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こ彦は杉山泰助氏（り，下河原達歳氏（2）等によつて報告さ

れている。この瀧川暦の下位に伏在している石狩統Φ地・

質構造を周縁の石狩統の分布から到断して，現在瀧川暦
　　　　　　ソラチプトの分布している砂川町室知太附近に，高根來炭暦より下

の暦位の來炭暦，例えぼ美唄爽炭暦・夕張來炭層等が砂、

川向斜の西翼として比較的浅処に賦存するかもしれない

8，』北海道大学教授（3）佐々保雄博士によつて早くから注

目ぜられてきた。今回筆者等は4ガ月間の予定ゼ主とし

て瀧川暦下に伏在する石狩統の地質構造を明らかにせん

として調査に從事した。しかしながら都合により瀧川層

、の稼辺部の調査だけに止め，目的とした瀧川暦秀布地域

については調査未了のまま作業を中止したのゼ，満足す

べき結論を出す迄には至らなかつた・しカ≦しながら序

の地表調査と壷行して行われた瀧川町下幌倉間の地震探

鉱調査，三井砂川鉱業所，井華歌志内，北炭塞知鉱業所

等の資料を参考にして一応の推定を下した。，調査区域内

に分布する高根爽炭暦および芦別來炭暦の炭暦調査には

あまり重点をおかず1と，ただ地質構i造を判定iするための　㌧

鍵暦として調べたに過ぎない。このため炭層の記載も分

析資料も不備ぞは麦）るが，一応まとまつただけの資料に

よつてこれらの炭暦とその稼行状況について報告する。

この報告に際して到断を下すのに困難を感じた幾多の点

がある。このため現場か挙えた資料とそれの地質的な剣、

定とはなるべく区別して記載するように勉めた。

（班員）

（期聞）

2．調査班員・期間

地質調査　技官　清　水　　　勇

　Fグ　〃長浜春夫
地形測量　　〃　加々美　時　寛

　〃，　〃松田栄藏
自昭和23年7月10日

．至〃23年10月7日

延日数　90日聞

3．位置・区域・交通

　翫　位置および区城　本調査区域は室知郡砂川町の北

東の地点に当る砂川町一・ノ沢を中心とする東西8km，南

北7k孤に亘る北東に長い地域で，その面積は約23km2、

である。地域の大部分は行政上砂川町に・一部嫉赤李町

に属している（第1函参照）。

灘．交通調査地域の西側には函館本線が通じ砂

川駅および瀧川駅が各々調査の南西隅および北西隅に位

置している。砂川駅からは歌志内および上砂川に通ずる
’
鉄
道 が調査地の南側に並行して走つている。瀧川駅よわ．

東に向つて調査地の北側を通る根室本線が，赤李芦別を

走る道路および歌志内・上赤準聞を結ぶ自動車道路によ

つて調査地の周囲がかこ、まれているので，調査地周縁の

交通は便利である◎’ しかしながら鉄道澹線から調査地の

中央部に到る蓮搬道路は極めて少なく，砂川町と瀧川町
　　　　　　　、ホツコウのほぼ中間に位する砂川町北光よりその東方の山ノ沢炭

鵬現場に通ずる延長約6㎞の道路を除いては自動車を通

ず弓消はない。

4．地　　形

晩肚年期の地形が若返つて谷が再び削られ初めたよう

准地形を呈して》・る。若返わのために谷の斜面は谷底で

急に鋭くなリヂまた谷幅の広い場所ぞも川炉深く刹られ

ている。石狩川に面した場所では60mおよび40mの比

高をもつた二段の河岸段丘が発達し，これらの段丘を削

つてペンケ川の支流が西に流れて石狩川にそそいでいるo・

5．：地　　質

a。層　　序　本地域に露出する地暦は石狩統の高根

來炭暦より上位の地暦とこれを不整合に覆つた瀧川層お

　　　　　　　　　　　　　　　　　＼よび段丘堆積層沖積暦等ゼある。層序は下記の模式柱1状

図の如ぐであるo

各々の地暦の詳細については次に記載する。

石狩統
1）　高根爽炭暦　本暦は焼山・八木ノ沢・大曲および

神威嶽附近に露出する來炭暦である・筆者は焼山および・

八木ノ沢を模式地と、して炭暦の発達状況によつて便宜上

4暦に区分した。すなわち，下位から上位へ（i）無炭暦，

（三i）下部含燦暦，（iii）砂岩層，　（iv）上部含炭暦の

層ゼある。へ

（i）無炭層　　　　　　　　　一
調査地区内ぞみられる最下位の地層で焼山の新坑口附

近に露出するσその下限は焼山断暦で瀧川層と接してい

るため観察できない。一般に暗友色を呈し，風化すれば

褐色を呈する塊状堅硬な細粒砂岩および玉葱構造をもつ

微細粒砂岩砂質泥岩（silt）からな6，下位の地暦程泥質

で不規則な小塊に砕けやすい。植物破片は礎かに存在す

るが，炭厨は全くみられない。上位の下部含炭暦とは炭

暦（A暦）を以つて境としたが，焼山ゼはこの炭暦の下

盤に聴に植物化石の豊富な地暦が発達し，四〇〇4ωαプ碗4

Sρ、（こもちしだ）3召α％傭α5ψ．（セコイヤ）拐α即SSψ．’

（かし）等を多産する。暦厚20m以上。

（ii）下部含炭暦

　この地虜は焼山新坑坑口．，入木ノ沢の旧坑坑附近調よ

び交珠駅南東の歌志内川．（ペンケ川）流域に分布す』る5

模式地として焼山坑口附近および入木ノ沢の2個所を選

経て釧路港に通じている。またこれらの鉄道に並行して　び，炭層の対比によつて爾模式地の層位関係をきめた

9一（487）
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　く第8図参照）。地窟は概ね淡青友色乃至淡線

　色ぞ淘汰のよくない堅硬な粗粒乃至細粒砂岩

　と荻黒色の泥岩乃至頁岩および炭質頁岩の互

　層からなり炭厨を羨む。まれには粗懸で固結

　しない砂暦および浮石に富んだ砂岩暦等があ

　る。『浮石にとんだ砂岩暦は上下2枚あつて奈

　井江地区の地暦対比に役立つであろうo樋ロ

　ノ沢の入自に近いペンケ川の岸にも浮石また

　は凝友岩を挾む砂岩暦が露出するが，この暦

　位の地暦と到定した。炭暦は炭丈20㎝以上

　のものが8枚ある。また剥理性の著しい炭質

　頁岩中に馳卿o毎帥。を産出する。暦厚90

　mo
　（iii）砂岩層

　　上部含炭暦と下部含炭暦の中間に比載的砂・

　岩に富んだ地暦あり，その中には炭暦はほと

、んど発達せず，炭質頁岩の厚暦が数枚はさま

　れている・焼山新坑口附近および八木ノ沢に

　露出する地暦および文珠駅の北側附近の砂岩

　暦もこの暦位に入るであろう。暦厚50血σ

　』（iv）上部含炭暦・

　　砂岩暦の上位には暗友色ゼ玉葱歌構造のあ

　る微細粒砂岩隻砂質頁岩・暗友色乃至黒色の

　炭質頁岩および泥岩等の互暦からなる地暦が

　麦）る。この暦は厚さ30m以上であつて，薄い

　炭暦を鋏有する。模式地は八木ノ沢である。

　　一般に高根來炭暦中の砂岩は風化すれぼ幣

　青色乃至帯線色を呈し，淘汰の悪い箏が特徴

　である。また植物化石および植物破片が高根

　爽炭暦全暦に広く含まれている。高根來炭暦

　とその上位の卒岸含化石暦との境界について

　は，三井砂川鉱業所ぞは地暦が植物破片を含

　まない処から，上位を李岸含化石暦とすると

　決めているが，今回の調査ぞは確認ゼきる炭

－　麿が存在する暦位迄を高根來炭暦としそれ以

　8上を雫岸含化石暦とするときめた。しかしこ

　の境界はまことに不明瞭であるため，人為的

　にならざるを得ながった。また，大曲附近ゼ

　は上部含炭暦の発蓬が悪く砂岩居より李岸含

　化石暦に移化するようにみえる0

　　2）年燦含化石層

　　高根來炭暦の上位には，蜆貝を多産するお

　おむね頁岩のみからなる地暦が整含に重な

　る。こ，の地暦が下位から上位憲で連続して御

　察されるのは，樋口の沢と内右の沢（ルクシュ・

　ナイ沢）のみであるoここゼは樋ロノ沢を模

一乳位　　　　　蜀

5　砕　5　Z　　　　　　　　　　　乞K『ノ

粛掩、
繭塗ぎ、

　函　　、・　　ヒも蝸

，キー

　　　　ド
　　　憶

灘鍵

菱謡コ龍 」、．滋辱＿ヨ・
　／椎定顧層一 ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

第1図　北海道空知
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－
卵 1凶’，

　　ノ’
猛・／

炭田・砂川一の醜換よ遡質図
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第2図
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麺
頁
時
代

厚
名

地厚別区分 月
厚、

凹

岩　　　　　質
柱
状
図

化石及鍵艀

河岸沖積周

濱
積
世

段
丘
堆
稀
．
肩

新期殴丘堆稲β
（沈菖40M） to

吉期段丘燵積彫
（七ヒ高　60M） 10

上
言
区l
P
鮮

．
，新
世

瀧
川
肩

上部蕊岩β 50
固結し左・擬灰獅賭蕊岩互母『
棉1ヲあ・1 鐸欝羅

凝灰質粘土

凝灰質砂

凝灰質粘土又は凝灰岩
海‘±e〃≠款θん35ん〃

No8の版房の下位轟隈†

Nolt
Nol2

C9〆ム加‘θ5P．

σo茄1ヒαω5P

Coめc‘面sp・

marIBed

5θ9αoなsp、

拗o（加卯ゴ々sp・

中部楡宕彫
lOO

下部礁岩肩 40

凝灰質
砂岩撫岩厨

100

含化石β 25 1’㌔犀閥叉11一，■胃

凝灰質砂岩房 55 kπ鑓天
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　　式地とし，地質構造の細部を明らかにするために，一中部

　　の粗粒乃至中粒砂岩層に富んだ部分を中部暦として李岸

　　含化石暦を上中下の3層に分けた。

、、　　（i）　下部頁岩暦

　　　暗次色乃至黒色の泥岩奪たは微細粒砂岩からなり下部

　　は比較的塊状ゼ暦面が発達せず，まれにヨ葦葱状構造を有

　　する最下部は泥荻岩の小球（ボールと呼ぱれる）が暦面

　　にそつて並列した特徴がある岩相を示している・上部は

　　極めて淘汰がよく泥岩乃至微細粒砂岩が葉欺暦理を示し，

　　その砂質の地厨には蜆介の化石が多数含まれている。地

　　暦の厚さ210m乃至130m。一

　　（ii）中部砂岩暦

　　細粒乃至中粒の堅い砂岩で淘汰はよい。炭鉱の沢では

　　この砂岩中に蜆貝が含まれている。樋ロノ沢と内右ノ沢

　　との地暦の対比は爾地域が断暦によつて切られて

　　一いるため，調査地域だけの資料で比較することは

　　困難ゼあうたが，地質図に表現された地暦の境界

　　は対比によつて決めたものゼあるo厚さ70m乃

　　至110m。

　　（iii）　上部泥岩暦

　　　友箇乃至暗青友色で堅く，暦面にそつて偏ZFに

　　割れ易く，ロまれには漣痕をもつた微細粒砂岩と，

　　不規則な形に割れやすい，泥岩との互暦からなり

、　，まれには頁岩を鋏む4と炉ある。樋ロノ沢ゼは，

　　　　　　ゆ　　頁岩中に薄い炭暦が挾在し，その上位には蜆介が

　　多数含まれる。樋ロノ沢では卒岸含化石暦の最上

　　部は粒度が次第に粗粒になつて漸移的に芦別暦の

　　岩相にうつりかわるのゼ，地暦り境界は人為的に

　　．中粒砂岩暦から上位を芦別暦として区別した己

　　厚さ110血乃至190mo

　　　3）　芦別來炭層

　　　李岸含化石層の上位には主として砂岩泥岩の互

　　・暦からなり多くの炭暦を挨む地暦が重なるoこの

　　地暦中には保存良好な植物化石は発見できなかっ

　　たが，極めて多くの植物破片が含まれ泥岩中には

　　団球および結核が含まれている。本暦は模式地の

　　芦別町附近に分布する芦別來炭層と同贋位と到定

　　される・前にも述べたように，下部の李岸含化石

　　暦とは漸移的にうつり変り樋ロノ沢の場合には特

　　にその感が深い。しかし芦別爽炭雇は準岸含化石

　　暦に比較して中粒砂岩暦を挾むことが顕i著で耶岸

　　含化石暦よりも淘汰が悪いことが特徴といえよ

　　う。そのため卒岸含化石暦の上位ゼ植物破片およ

　　び炭暦の出現し初める層位に最も近い中粒砂岩か

　　ら上位を，芦別來炭暦と規定した。この地域ゼは

　　石狩暦群が瀧川累暦に覆われており，芦別來炭暦

もその一部分が露出しているに過ぎないが，露われていF

る範囲内ぞはそ9厚さr450m，その間に堆置の輪廻が少

なくとも2階程観察される。來炭暦は次の4つの暦に区

別ざれる。すなわち上位より挙げると　1

　　　　瀧川累暦
　　　　　　一～　不整含　皿　’㎜
（iv）上部含炭暦　　　｝　　　　他の輪i廻

（iii）泥岩暦

1蹄購断1一つ環
であるo’

（i）砂岩暦
模式地は樋ロノ沢ぞ麦，る。‘暗友色中粒堅硬な砂岩を主

体と、し，僅かに黒色頁岩乃至炭質頁岩を挾む地暦ゼある。

砂岩は植物破片を多く含みまた碗びゆ曜郷噌．および

ユ4一（492）
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五翻6ωZα吻μsOゲ0グ卿ノSを産出する。動物化石を産す　　り，上下の岩相と区別し難くなる。またP鰯卿如如一

る砂岩は秦岸含化石暦に近接しており，芦別爽炭暦の最　　海αs履は焼山附近以外でほ発見ゼきなかつた。浮石暦の

下部に当る。ζの砂岩は軟弱で風化すると粗緩の砂（Joosθ　上位には，よごれた風化色を呈する凝友暦砂礫岩の互贋

s伽4）となる。植物破片に富んだ砂岩暦はときに石炭　　が重なり，次第に上部の礫岩暦を主体とする地層にうつ

暦の薄暦を挨有する。厚さ65m～110狙。　　　　　　　わ変る。砂岩暦の中には薄い炭暦または炭質の頁岩が羨

（ii）下部含炭暦．　　　　　　　　　　　　　　　　　　在する◎浮石暦より上位の地暦中には化石は未だ発見ざ

　模式地は一ノ沢本流と麦流の分岐点附近ぞある。前述　　れない・これらの地暦は石狩統の不規則な侵蝕面上に堆

した砂岩層の上位には砂岩および泥岩為らなる地暦があ　　積した地層であつて・最下部の地暦は溺谷を埋めたもの

り，比較的良質の炭贋を挨有する。この地暦の上限は十　　ぞあるから堆積は基盤の地形に麦配ざれ地暦の厚さは場　’

一番暦（炭暦）の上位の砂岩暦とした。炭贋は3暦ある　　所によつて著しく変化する。瀧川暦の上部は主として礫

が，稼行できるのは鬼山附近の炭層のみである。　　　　．暦からなるが・ときどき砂岩を挾有する・内右ノ沢では

厚さ・180m～220m。　　　　　　　　これらの礫暦中に厚さ約5mの顕著な鯨岩居灘・つて・

（iii）泥岩暦　　　　　　　　　鍵暦として役立つ。
　主とし（覇黒色塊状の泥岩乃至砂質泥岩からなわ，僅玄武岩
かに細粒砂岩を挾む。泥岩は暦理不鮮明で処によつて団　　　調査地縁辺の神威岳および石嘔こは玄武堵が分布する・

球および結核脇つ。細粒砂岩蹴変伽轍しく，一ノ　神威岳の玄武岩鰍志繊の坑内服石狩暦群を賀いて

沢支流ゼは極めて薄いが，北に迫跡すると石炭暦を擁ん　　いるが，地表ぞは爾者の関係が明らかでない。石山の玄

だ砂岩および濾岩の互暦に移化し，右内ノ沢ぞは遂に尖　　武岩峠瀧川暦邑の関係が明瞭ぞないが，樺戸地域におい

滅する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ては，この種め玄武岩が瀧川暦を貫いているgで，石山　’

（iv）上部含炭暦　　　　　　　　　　　　　　　　　　のものも瀧川贋堆積後の噴出と考えられぐ。

　友色ゼ中粒乃至細粒の砂岩と暗友色乃至黒色ゼ不規則　　段丘誰積層’

に剥理する砂質泥炭との互暦からなり，多数の炭暦を挨　　　比高60m拓至40mの河岸段丘を形成して石狩lllに近接

む。本暦は一ノ沢炭鉱現場事務所附近のみに分布し，さ　　した山腹および川澹いに散見され為・

らに上の地暦は瀧川暦に覆われている・・この地居の下限　　　a・地質構　造

厭翻（囎）とした．炭謙騨（山丈）3・cm以　継地域内の石獺灘・厭南北方向り轍もつた
上のものが5層ある。　　　　　　　　　　　　　　大きな向斜構造を形成し，そg向斜が北酉乃至⇒ヒた西方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向の（歌志内断暦方向）ほぼ並行して走る断暦群によつ
滝　川　暦
石轍を不整合噸朧川蹴，辮三期末に膿し瑚られるため声おむね10簾くの地塊醐断声れて

た繊糠駅，縫繊の則肪鱒赤乳焼舵結いる・今これらの蠣の主属のを北からll噴剛挙する
琳の西北の雑な丘陵地懲扮布している．全暦曙該の7つの断蹴数えることカ｛できる・

しく凝頗瀕：り岩石から劫，その間に泥質岩鐡岩　（1）骸岳囎
および礫岩等が介在する。繊も未膠結の岩石で凱　（2）神威岳第二囎寵護聾内坑では若栗断

なして露出し，風化すればしばしば黄友色ときには赤色　　　　（2）砂川断層

－
等

の色彩を呈し一見石狩層群の地厨と異る。瀧川暦の暦　　　　（4）一ノ沢断贋

序は調査地域内ぞは大体上下2暦にわけることがゼきる。　　　（5）八木ノ沢断厨

すなわち下部は凝荻質の砂岩乃至泥岩を主体とする地暦　　　　　（6）室知断暦

イ僅かに礫岩を挾有するq上部はほとんど礫暦の啄冷ら　　　　（7）焼山断層

なる地厨で，砂岩を挾む。鵬川暦の基底は焼山および一　　　砂川一ノ沢地区では，これらの断暦によつて地塊が移

ノ沢，小学校の南側ぞ観察ぞきるが，厚さ1m以下の細　動した方向についてもまた断暦面の傾斜方向についても

粒岩鶴つて石狩統に接し，その上部離岩をぺて猫一種の繍P齢ある・微描歌志内町字大鮒近をこみ
に幣青次色凝荻質泥岩に遷り変る。この凝友質泥岩中に　　られる北西方向を軸とした小背斜を中央にして・この小

はP召伽蜘h醐，甑！卿．，γ・励sρ．伽．、背斜の源殿献側とでは網による縮の移動方向
。。灘sρ．ハ勿αsカ、’等を含む化石暦が挨在し，また化　　が全く反対になつている。すなわちこの小背斜の北東側

石勧上位には騨2醐下の購瀞石暦鵬る。　P臓づつ噺酢境ざれた側の地塊力凍側の地塊耐し

こ噂石蹴離ノ沢で眼嫌鍵陛して追跡できる傭歎踊東に移動した傾離示しているの嗣して・
が，一ノ沢小学校以東ゼは次第に凝友質泥岩にうつわ変　　この小背斜の南西側ぞば一つの断贋に境ざれた西側の地

15一〔こ493）
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塊が，東側の地塊に対じて北，または北西に移動した傾向

を示している。断暦の傾斜については小背斜の北東側ぞ

落差の大きな断暦は全て西傾斜であり，これらの断暦か

ら派生する小さな断暦もまたほとんど正断暦であるが断

暦面は東側に傾斜することが多い。これに反して小背斜

の南西側では落差の大きな断贋ほ全て卑傾斜ぞある・以

上に述べたように断暦の傾斜面と断暦による移動方向に

は規則性があり，これを観念的に表わしたのが別図ぞあ、

る・ここぞ塞知断厨と呼んだ断層は焼山断層と共年三井

砂川鉱業新の六坑と七坑を境する塞知断暦の延長と考え

られるが，…三井砂川の塞知断暦が果してこれらの二つの

断暦のいずれかに延びるのかあるいはまた爾断暦が同時

に察知断暦の延長ゼあるか否かは，今回の調査ぞは決定

し得なかつた。前にも述べたようにこの地域は北西方向

に走る断暦によつて水Zトに移動ざれているが，これらの

移動に伴つて地暦が引きづわまたは圧縮をうけたために，

断暦にはさまれた個’々の地塊は地質構造上独特な特徴を’

示しているoその主な点について述べると，一ノ沢断屠

を境にして北東側と南西側にそれぞれ小さな半盆地状構

造を作つていることが目立つている・八木ノ沢断層と焼

山断層に挾まれた地域もまた小さな盆地朕の構造を形作

つている。この複離な地質構造を形成した石狩統を創つ

て七き上つた起伏の多い地形が，海侵をうけて溝蟹川暦の

堆積が行われた・瀧川暦下の不整合面は焼山附近で殊に

、よく観察され，瀧川暦の基底は溺れ谷に沈積した様相を

呈している。基底部に近い地暦はその傾斜も基盤の地形

に左右され，傾斜角も30。内外に蓬しているが，基盤がら

距れた上部の地暦は一般に傾斜が100以下となつている。

瀧川暦は緩やかな擁曲構造を示しているが，その地質構

造は瀧川贋直下の石狩統の地質構造を反映して，石狩統

が向斜をなす地域ぞはその上の瀧川暦もまた緩い向斜を

示し，石狩統が背斜をなす地域ではその上の瀧川暦もま

た緩やかな背斜をなす。また右狩統を切る断暦ぞ落差ま

たは移動の大きなものは，同時に瀧川贋をも切つて，僅か

ながら瀧川暦に落差がみられるか，麦、るいは瀧川暦に僅

かながら擁曲を与えている。これは石狩統を摺曲させた

造山蓮動が瀧川厨堆積後も』引き続き継続してたためで麦、

る。この事実は瀧川暦に覆われた石狩統の構造を推定す

るには，瀧川暦の詳細な地質構造を知ることが六切であ

ることを示している。また瀧川層の暦厚は向斜地域では

厚く，背斜地域ゼは薄いことも推定できる。砂川町室知太

から幌倉に至る延長6kmの測線で実験した地震探鉱の結

’果をみると塞知太から1kmの附近に地下構造の異常がみ

られるoこの地，点ではこの位置を境にして，東側の瀧川暦

が西側の瀧川厨に対して上昇した擁曲構造（断贋かもし

れないが物探の精度では明らかにできない）を呈してお

り，前にも述べたように，瀧川暦の下位爾地暦も当然東

側に対して西側が落下した断暦によつて切られているか，

麦）るいはこの地点の石狩統が背斜構i造を形造つているも

のと考えられる。この地震探鉱の結果，明らかになつた

断層は（霞，るいは背斜構造かもしれないが）近接地域の

地質構造から判断して果して豊李断麿の延長ゼあるか，

それとも上砂川から炭艦の沢をへて石山の方向に薙びる

八木ノ沢断暦の延長で麦，るか，麦，るいは」ノ沢断暦の延

長であるか，今のところ到定できない。ま寒地震探鉱の

結果によると，’瀧川暦の厚さがこめ地域の向斜の中央部

ゼ厚くなつていることは，前に述べた如く，瀧川暦堆積

中も造山蓮動が継続したことを示しているといえよう。

6．、石 炭

　本調査地域内に分布する高根來炭暦および芦別爽炭暦

には麦，まり厚くないが炭暦が発達じ，高根爽炭贋の炭暦

は東和開発株式会批が焼山地域ぞゴ，芦別來炭暦の炭居は一

一ノ沢炭鵬がそれぞれ稼行してい為のぞ，4こでは各た

の開発現場を中心として所見鉱べる・，

a．高根爽濃層の炭層

　1）　賦存状況　この炭暦の稼行地域は地質構造上次の

3
、

地区に分けるこξがぞきる。すなわち前に述べた八木

ノ沢暦と焼山断暦に挾まれた北西に細長い盆地状構造の

西の翼で麦，る焼山炭薩新坑口附近（焼山地域）と，その

東翼をなす炭磯の沢および八木ノ沢の南半部を含む地域

（炭膿の沢地域），および八木ノ沢断暦の東側で西傾斜を

なしている八木ノ沢の北半部をしめる地域（八木ノ沢地

域）である。各地域の炭暦はいずれも薄いレンズ状を呈

しているから，個々の炭暦を対比することは困難である

が，來炭層の暦序を比較することによつて，一応地暦の

対比を行い個々の炭暦については，挾み上下盤め比較等

によつて同一の炭暦とみなしうるものは，同一の名称ゼ

呼ぶことにした。八木ノ沢地域の炭暦は過去において稼

行されたことはあるが，調査当時は既に休坑になつてい

て，新たに焼山地域が稼行され初めた程度であつたのゼ

炭暦の呼び名もよくわからなかつた。このため筆者は炭

暦を便宜上，下位からアル7アベット順にA層㌧B贋，…暦

と名付け，暦位，山丈，炭丈等を6図に示した，（図省

略）これらの炭暦のうち炭丈o．6m以上で炭丈／山丈の

値が0．5より大きい炭暦だけについて地区別にのべる。

　　（i）　焼山地区

　ここ，てyはA層だけを稼行しているo　A層は走向NSで

東に6。傾斜する。露頭は献みの多い炭暦であるが，坑

口では露頭より挨みが少なくない。またこの地区ではF

，暦を稼行することも可能ゼ麦，ろう。

　　（ii）炭瞳の沢地薩
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　　　上部含炭暦の炭暦が露出サる。いずれも羨みの多い炭

　　暦で，かつて狸励程度に稼行ざれたこと力欄るがシ現

　　在は放置ざれ．ている。

　　　　（iii）入木ノ沢地区

　　　戦時中F暦およびD層が稼がれたが，戦後は経醤條件

　　が不適当のためか，休止のまま放置ざれているαちなみ

　　に鉱区の大部分は大鉱山会瀧の所有に属している。

　　　2）　炭　 質　現在稼行されている焼山地区A暦，八木

　　ノ沢地区のF暦およびD暦の炭種は，共に黒色脂肪光沢

k　　をもつた半歴青炭ゼある。これらは着火が容易で焔は長

　　く僅かに粘結性を有するが，やや硫黄分が多い。．諌料の

　　分析は都合により除いたが，配炭公団の分析表によると

　　純炭カロリー7，556cal程度一ごある。

　　　3）炭　『量　高根來炭暦の分布地域におい』ては炭暦

対比が不完全ゼ麦，り，かつ炭暦の炭丈の変化が明瞭ゼな

いので，炭量計算は差控えた。

恥．芦刈i爽炭暦の炭暦

　1）　賦慮状況

　芦別來炭層の炭層について有望地域は，一ノ沢本流と

麦流との合流点附近だけゼ，現在一ノ沢炭薩がこれを稼

行している。この地域ゼは全般に爽炭暦の厚さが厚く炭

層の炭丈もまた厚くなつているが，これより遠ざかるに

從い，炭丈は貧弱となり，炭暦は稼行対象にはならない。

一ノ沢炭薩現場附近ぞ炭丈60cm以上1炭丈／山丈の比

が0．5より大きな炭暦は五番層，八番暦，十一番暦，十

二番厨の4厨で，現在一ノ沢炭磯が稼行しているのは五，

番贋だけぞある（第5図参照）。一ノ沢では瀧川暦が爽

炭層を覆つており，爾層聞の不整含面は不規則でまづた
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第5図　砂川町　の灘撰鑛断面図

く予測することが津ないが，一ノ沢炭獲艦区内には砂川

断暦の延長と考えられる大きな断暦があつて，この断厨

を境にして断暦の北側はほぼ北々東の走向で35。乃至

450西へ傾斜する軍斜構造をなし，同断暦の南側は沈降角
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（ピッチ）35。で北々西に沈降する向斜構造をなし，断暦

に接した地域にはさらに小祷曲が麦、る。同向斜の翼の傾

斜は東翼で30。西翼45。ゼある。この地域ゼ炭丈30cm一

以上の炭暦は上部含炭層に5暦，泥岩暦に3暦，下部含

炭暦に3暦合計11暦であるが，炭丈60cm以上の炭暦は4層

である。各汝の炭層の層位，名称，対比に関しては第7

図に図示した。この地域の炭暦の山丈はあまり変らない

にもがかわらず，炭丈が著しく変るの偉，堆積盆地が小

ざいためであろう。同一の炭層ゼ炭丈が最も厚くなる場

所は（例外もあるが）概して砂川断暦に近い向斜の中央

部から断暦よわの場所である。例えば七番暦は堅入坑道

で厚ざ10cm程度であるが，砂川断暦に接した艘曲幣で

は厚さ30cm程度になり，五番層も堅入坑道よりも片盤

坑道の方が良質になつている・この事実と一ノ沢炭坑の

附近ぞ各炭層が最も厚1くなること（第14図）とを関蓮ざ

せで考えると，來炭層が最肥厚する堆積の中央部では炭

丈もまたよく発達してい巻と思う0

　2）　：炭層に関係ある断暦

　この地域には砂川断暦と並走し，しかも断層によρて

地暦が移動した方向や断暦面の傾斜方向が堕 砂川断層ど

同一の傾向をもつた断暦が多数ある。このような断暦の

内顕著なものは神威岳第二断暦とその南方め鬼山沢第一

断暦等ぞあつて，各水李移動と廻転蓮動を伴つている。以

上の断暦とは別個に砂川断暦の南側にこの断暦から派生

したと思われる鬼山沢第三断暦および堅入坑の断暦（假

称）があり，これらは正断層で，上下の移動を示してい一

る。以下個女の断暦についてのべる。

　（i）　神威岳第二断層

　ほぼ東西方向の断暦で，断贋の南側が東に移動してい

る。見掛けの落差は西より東の方が大きい。断暦面は一

個所ぞ測定し得たのみぞあちが，その傾斜は南に向つて

600である。

　（ii）鬼山沢第一断暦

　神威岳第二断暦にほぼ並行し，同断暦と同様に断暦の

南側が東に移動している。見掛上の落差は神威岳第二断

贋とは逆に東において小さく，西において大きい。断厨
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第7図　砂川町一ノ澤炭鑛炭粧図

面は80乃至90南傾斜ゼある。

　　（伍）砂川断暦

　この断暦は水李移動距離が100mにおよぶ大断暦で，

・その移動方向は前者と同様に南側が勲とずれる。、この断

暦の層面は一ノ沢本流ぞは南西に65。傾斜するが，一ノ

沢支流ゼは北東に4P。度傾斜し，爾箇所の傾斜面が逆に

なつている。このように断厨面の傾斜方向が逆になる場

合には，その聞の断暦の方向は鍵型　　↑

に曲げら才1る傾向が棚tる己r』↑、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’レー
　（iv）鬼山沢第三断層

　北々東方向の正断暦ゼ，断層面は東に700傾斜してお

り，そのi落差は10～20mであるo
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　（v）堅入断暦

堅入坑道内で，みられる北東方向の断暦で，北西側が　　　九

南東側に対して約10m程落ちていると推定ざれるが，そ
　　　　　　　　　　　　　　　　番
の断暦面は明らかでない。

e．炭　質
芦別來炭暦中の炭暦には2種類あつて，その一つは暗

次色半光沢ぞ輝炭と暗荻が葉理状に互層した塊炭ゼあり，

他の一つは暗褐黒色無光沢で燭炭の一種と思われる粉末

状の石炭である。 後者は常に炭窟の下盤に白色乃至黄白‘

色の粘土を伴い，発熱量が低くほとんど稼行対象とはな

らない。前者は炭丈が適当ならば稼行価値があるが，炭

暦には通常細粒砂岩乃至炭質頁岩が葉理状に羨まれてい

る部分（縞炭ζ呼ばれている）が矛く，．現在の選炭法ゼ

はζの縞炭を処理して精炭と餅に選別することが困難で

麦，るので，縞炭の部分は捨て去られている。友分20％，

発熱量5，500cal程度ゼー般用炭として利用ざれる。

F

暦

d．炭　量
　炭量計算を行つた炭層は炭丈50cm以上のものだけで

ある。炭田探査審議会（C　EAC）の規定した埋藏炭量

計算基準仁よれば，炭丈30cm以上および60cm以上の炭

暦について計算するようにきめてあるが，都合により経

済的な採掘を行いうる範囲内の堆藏量として炭丈50cm

以上で次の條件内の炭量のみを計算したo坑口水準は八

番暦の露頭のある＋105mとして，水準下100m迄を計

算した。実牧率は50～70％と假定し水準下ぞは地表下

10m，水準上ゼは地表下5m迄を計算から除いた似また

瀧川暦下の炭量はほぼ確実に賦存するど思われるものも

予想炭量とした。断暦によ，つて分けられた地域別に炭量

、を計算した。（第2表参照）
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　　　　　　北海道塞知炭田砂川一ノ沢地区調査報告（清水勇・長浜春夫）

　　　　7．稼状況況　　　　 2）滑、革
　　　　　　　　　　　　　　この炭獲は大正末期に一ノ沢の開拓に入つた鬼山氏に

調査地域内ゼ稼行している炭鵬は東和砂川薩業所およ　．
　　　　　　　　　　　　　　よつて発見せられ，その後今日まで十指を屈する程の鉱ll萎
ぴ’一ノ沢炭薩株式会祉であるo
　　　　　　　　　　　　　　業穫者が入れ替6立ち替り開発を進めてきたが，今日ま、君
臥車和洲麟所　　　・　　、でに稼行された地撚，現碑務所のある沢の向斜購，
1）難名所醜その他　　　　地即轟分にすぎない．搬串に耀場から砂川駅貿

炭礎名

東和砂川
炭鵬

所在地 鉱業灌者

北海道塞東和開発

知郡砂川株式会肚

町字焼山．

鉱区番号鉱区面積資本金

　　　坪石採登1320．000

・465号

不明

2）澹革，交通
第二次天戦後の石炭増産政策に副つて峯れた炭確ゼ，

この炭鉱の前身ゼある磯業所が戦時中に探掘した炭艦の

’
沢

附近の稼行は昭和23年。6月以來中止し・筆者の調査当

時は焼山小学校以西の露頭を稼行しようと企業中ぞあづ

た。企業地は砂川駅に3km，歌志内線の焼山駅に1km

ぞあるが，まだ自動車道路は完備していないため馬車ゼ

砂川駅に搬出してい、る。

　3）從業員および採掘法．

　稼行炭蹴高鰍炭暦のA齪露頭（樺面50m）よ

6片盤坑道にて掘進し，延長20mゼ瀧川暦にあたつて

いる片盤坑道より昇りを切つて馨柱式探炭法を行つてい

る。ポンプや電力の設備は未だ馳のつていなかつた。

　從業員

の10km間トラックが利用されている。

3）出炭高　’
昭和23年以前は木朗，昭和23年以後は月産80t李均のも

出炭である。

4）從業員

職種

人員

鉱夫数1陣寅数
坑内剥坑外夫

6人1・・人

按韻隣獺

5）　主要坑道

2人い人

、、A

B

名称 延長

　ゆ堅呑100
坑遣

片盤霧
坑道

合背

m　m1．8×1．8

m　m
1．8×1．5

構造

木枠

〃

記
腎

事

三暦を切つているが炭質が
あまり良くないため使用し，
ていないo

6）採炭法
残柱式と長壁式を並用している。

　　　鉱夫数1係員数
職．種　　坑内剥坑外刈稜韻隣務員
人員　　　2・人、1・・人／，2人1・2人

b．一ノ沢炭磧株式会融

1）　炭畷名，所在地，その他，

鉱区番号墜区麟

8．結　一論

炭劃所在地

一ノ沢炭
膿

北海道室

知郡砂川

町字一ノ

沢

鉱業鋼

村上重忠石探登

218号

　坪351，400

資本金

不明

1。・石狩暦群を摺曲させた造山蓮動は瀧川暦の堆積闘　　　．

始後も引き続きその蓮動を断続したoこのため石狩暦群　、

に比較して潔曲の程度こそ小さいが瀧川暦の構造は下位

の石狩暦群の地質構造を反映している。

2．察知太附近では美唄暦はやや深勝に伏在する・

3．瀧川暦の厚さは向斜弛域で厚く（450m前後）背

・斜地域ゼ薄い（250m前後）。

4．高根爽炭暦には優秀な炭層は未だ発見されていな

いが，局部的は小規模に稼行されている炭暦がある。

　　　　　（昭和23年7～10月調査）一　・

ノ
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